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(3)議案の審議
第 1号議案  12月 ～1月 の諸行事について
・ボー リング大会、忘年会

例年に習い青年部に協力を仰ぎ、青年部主導で進行する。
・賀詞交歓会

今年の賀詞交歓会の名簿を中心に招待状を発送する。

今年参加されなかったメーカー各位に関係のある理事より

参加を呼び掛ける。前回に比べ多くの方々に招待状を送る。

東京消防庁への参加依頼は理事長が直接出向きお願いをする。

役割分担は 12月 の理事会で決める。

ア トラクションはバン ド演奏を依頼。了承を得る。

・三役新年挨拶廻 り

例年通 りの官庁、団体を廻る。その際の交通手段について

考える必要があるのではとめ意見がでた。

その他

研究部会の立ち上げを松原理事に依頼

定款、規約等の改訂に備える。メンバー、いつからスター ト
するのかを理事長に報告する。

事務局年末年始休暇 12月 27日 ～1月 4日

次回理事会 平成 26年 12月 18日 (木) 文京シビックセンター
15時 00分～17時 00分
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二J 日 (曜)

平成 26年 11月度業務報告

・内 容 等 ・来局理事等

10月 14日 ω  経営診断 ・・・ 小出会計副所長

10月 16日 (本)研修旅行、10月 度理事会
箱根湯本 あうら橘
チェッカー会ゴルフ   レイクウッドゴルフクラブ

10月 22日 (水)業務決裁       ・・・ 廣江理事長 (会社にて)

10月 30日 (本)業務決裁 ・・・ 廣江理事長 (会社にて)

11月 11日 (火) ・・・ 古木副理事長
中島専務理事

二和防災設備欄  会社訪問
・・・ 廣江理事長

・ 00 小出副所長

」11月 17日 鯛 )榊ビルライフ

11月 18日 した) 経営診断
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20■ 4年 (平成26年)1■ 月21日 (全 曜口 ) ・姦
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まえがき

これまで2回にわたり、点検業界活性化のた

めの前段として、まずは初心に返り、点検実務

を着実に行い、そして、お客様から信頼を得る

ために最低限の「接客スキル」を身に付ける必

要があることについてお話ししてきました。

最終回となる今回は、「′点検業界の今後のある

べき姿」についてお話ししていきたいと思います。

1 どのような二…ズが?

我々点検実務者の「点検」というサービスの

提供は、いったい誰から依頼されているのでしょ

っか ?

①ビルオーナー

②ビル占有者 (テナント)

③ビル管理会社

④ゼネコン・サブコン

⑤点検元請会社 など
我々は、こうしたお客様から点検の対価とし

て料金をいただいており、お客様のニーズ(要求・

要望)に合ったサービスを提供しなければなりま

せん。

では、お客様のニーズ (要求・要望)にはどの

ようなものがあるでしょうか ?

①点検結果報告書の至急提出

②点検にて発覚した不具合に関する改修提案・

見積書の早期提出

③長期修繕計画の策定

④100%点検実施 (共同住宅等)

⑤夜間、休 。祭日作業

⑥点検作業員登録

⑦作業写真の撮影・提出

①指定書式による報告書類の提出

⑨ビラ貼り。ビラ配り

⑩消防署への報告代行

①点検作業にあわせて消耗品・不具合品の交換

(代金は点検料金に包含)

⑫自衛消防訓練の立会い

⑬虚偽の報告書作成

⑭料金の減額 など
①から④については、我々としては大変なこと
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(努力が必要)ではありますが、とても建設的な

要求・要望であるといえます。⑤から⑫につい

ては、手間が増える作業であり、これら付加され

た作業に見合った対価を期待したいところです。

⑬については、10月号でお話ししたとおり、お客

様や我々に降りかかる「リスク」について説明し、
‐

きっばりと断る必要があります。そして、我々が

最も恐れていることは、⑭の「料金の減額」です。

減額とならないために打つ手はないのでしよ

っか ?

今までと同じことをしているようでは、減額は

避けられないでしよう。

2付カロサービスの提供
お客様にとって、我々が「適正」に点検を行う

ことは、当たり前のことなのです。なぜなら、料

金を支払って依頼しているのですから。「適正」

にすべきことをしただけでは、お客様が満足する

ということはほとんどないのです。それゅえお客

様は、「料金の減額」に傾注してしまうのです。

それでは減額を回避するためにはどうすれば

いいのか ?それにはまず、自身、そして自社の「特

側 や「強み」が何であるかをしっかりと認識し、

それらを生かした付加サービスを構築して提供

することです。この付加サービスは、お客様に

喜ばれ、欲されるものでなくてはならず、そして、

前述したよくあるお客様の要求・要望を単に対

応したものでは効果はあまりありません。ただし、

よくある要求・要望を非常にレスポンス良く対

応するということができるのであれば、それは付

加サービスとなることでしよう。

付加サービスとして重要なのは、お客様の想定

枠内のものではなく、また、要求・要望されてか

ら行うのではなく、我々から積極的に提案して提

供するものでなければならないということです。

付加サービスの内容には、男性の入りにくい

女子寮や産婦人科等に対し、女性点検実務者に

より点検を実施することや、接遇についてしっか

りと教育さオヽ また、身だしなみや服装もすっき

りとしたsmartさ を前面に出した点検実務者によ

り点検を実施したり、法令改正動向を遂次情報

配信する等々、考え出したら次力に広がります。

なお、付加サービスを構築したとしても、それ

があらゆるお客様にマッチングするとは限らな

いことから、事前によく分析しておく必要があ

ります。

私ども保守協会での付加サービスの一部をご
・

紹介しますと、24時間技術要員が自社内にて待

機し、非火災報等の障害が発生した場合、確実

に応急対応できる体制 (サポ■トセンター)を構

築しているほか、現在私どもで実施している消防

法や東京都火災予防条例に基づく自衛消防業務

講習・防災センター要員講習で培った人材育成

技術をもとに、インストラクターを派遣してて防

火対象物の実態に即して自衛消防訓練をサポー

トする、「自衛消防訓練デ1ル りヾ■サービス (東

京消防庁後援)」 がありますQただし、後者につ

いては、まだまだ点検と訓練を融合させたサービ

スの提供体制が確立しきれていない状況にあり

ます。         ‐
´

構築した付加サービスについては、お客様に

その内容を説明し、正確に認識していただくこ

とはもちろん、そのサービスを継続して提供でき

るということが肝要となります。

これらがしっかりとできれば、お客様の信頼を

獲得することができ、「減額」ということに11動ヽ

り目が向かないはずです。

今後、自身、自社でできることを創意工夫し、
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減額で勝負ではなく、クオリティやサービス内容

での勝負にシフトしていき、他者 (社 )との差別

化を図ることで競争となり、切磋琢磨すること

で点検業界が活性化することを期待したいとこ

ろです。

なお、提供する点検のクオリテイやサービス内

容に「松・竹・梅」のグレードを設け、お客様に

選択していただくとぃう方法も考えられますが、

「梅」が手抜き点検などということがあってはな

らないことを念を押して伝えます。

3見える1ヒ
私が常々思うことがあります。なぜ点検実務

者は、お客様に対して自身が持ち合わせている

輸 をひけらかすことをしないのでしょうかと。

10月 号でお話ししたとおり、我々は、消防用

設備等に精通した技術者なのですが、その技術

は点検を実施する点検実務者自身のためにしか

ほとんど活用されていない実態があります。

昔、あるお客様に言われたことがあります。

「点検は法律でやらなければならないというこ

とはわかっているけれど、点検はどんなことをし

ているかさっぱりわからないので、あなたに任せ

るので、適当にしておいてください」

言われた当時、ご信頼をいただいての言葉と

解釈し、何の違和感も覚えませんでしたが、実は

決定的な問題が生じていたのです。「適当にして

おいてください」、その言葉は、「点検は法律で義

務になっているのでしているのであって、点検自

体には興味がないし、どうでもいい」ということ

だったのです。そうなのです、「点検」の必要性

と重要性をご理解いただけていないということ

なのです。

また、このようなことを言われてしまったとい

う報告を受けたこともあります。

「あなたたちは、何か作業はしているようだけ

ど、ちゃんとやっているのかね?何をやっている

のかさっぱりわからないのだけれど」

これは、手抜きをしているのではないかという

不信感を抱かせてしまっているということなの

です。

結局何を言いたいのか、それは、我々は自身

がしている行為 (点検)がアピールできていない、

というよりもアピールカ汀手であるということで

す。もったいないというほかありません。

お客様は、「点検には関わりたくない」と必ず

しも思っているわけではなく、点検自体がどう

して必要なのか、また、どのようなことがされて

いるのかを正確に理解するきっかけがないため、

我々と距離が生じてしまっている状況なのです。

では、どうすればいいのか。

我々の実務と技術の「見える化」を図ればい

いのです。

これまでお話ししてきたことの繰り返しとなり

ますが、消防用設備等は万一の火災の発生に備

え設置されています。しかしながら、消防用設

備等は火災に対し万能ではありません。もしも

万能であったとしたなら、防火管理体制の大半

は成立することとなります。万能ではないがゆ

えに「人の力Jが必要となります。その「人の力」

はお客様自身が持ち合わせていなければならな

い力をのです。

火災が発生した際、消防用設備等を活用する

のはお客様自身となります。その際、消防用設

備等を使いきれなかったとしたら、宝の持ち腐れ

となってしまいます。

お客様自身へ消防用設備等の取扱いについて

習熟する必要があることについて啓発するのは、

消防行政の仕事と考える方が多いと思いますが、

我々点検実務者が、この点について積極的に関

わっていくべきであると思います。

自衛消防訓練のサポートをすればいいのか ?

それヽ一つの有効な手段となり、お客様の信頼

獲得につながることとなりますが、こればかりが

手段ではありません。点検の際に効率的に行う

手段があるのです。

点検の際、火災発生時に直接必要となる消防

用設備等の操作をしているところ (起動・停止・

復 1日 )をお客様に見てもらえばいいのです。

消火器や泡消火設備の放射試験、自動火災報

知設備発信機の押ボタンや送受話器の操作の際

にその操作要領や、消火後の消火設備による水
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損被害を軽減させるために必要な制御弁の閉止

ゃポンプの停止方法を、見てもらぃながら解説

するなど、点検中や
`点
検終了間際にお客様に参

加していただくのですg

これにより、お客様の自衛消防力の強化が図

れるとともに、我々点検実務者が緊張感をもっ

て実務の実施状況と技術力をアピールすること

ができるほか、消防行政の手助けもできるという

一石二鳥ならぬ、一石三鳥となるのです。

ただし、これらの対応には必須となる条件が

あります。それは、お客様自身が消防用設備等

の取扱いを習熟したいという気持ちを持ち合わ

せている必要があるということです。お客様が

必要性を感じていないなかで、我々が良かれと

思ってしたとしても、その効果はないも同然であ

るほか、場合によっては煙たがられてむしろ逆効

果となることもあります。

そのため、火災が延焼拡大してしまった場合

の人的・物的な被害がどのようなものとなるか

や、消火や避難等の適切な対応ができなかった

場合のお客様に降りかかるリスクなどについて

しっかりと説明し、お客様自身が消防用設備等

の取扱い要領を「知りたい l」「学びたい |」 と

いう気持ちになってもらうという「意識付け」が

重要となります。

この「意識付け」の仕組み (方法)については、

点検実務者自身や所属する組織 (企業)で研究

し、他者 (社)との差別化を図るという努力が必

要となります。この点については、営業的センス

が求められるところです。

4キーマン
点検をご依頼いただくお客様には、いろいろ

いらっしゃることについては前述したとおりです

が、そもそも消防用設備等の′点検は、防火対象

物を所有又は利用する方々の火災からの安全・

安心をサポートすることが根底にあります。そ

のため、我々点検実務者が最も信頼を獲得しな

ければならないのは、防火対象物の所有者や利

用者なのです。  _
ゆえに、防火対象物の管理権原者や防火管理

者渤浅々のメーンキーマンとなるため、この方々

のニーズに合った付加サービスの構築や、積極

的に「見える化」の対応をすべきです。特に複数

の事業所が混在する防火対象物では、今年の4

月から責任と権限がより明確化された、防火管

理上のまとめ役である統括防火管理者がキーマ

ンとなります。

誰に対してアピールするかにより、その効果が

全く異なることから、よく分析し、対応すること

が求められます。

5ネットワークづくり
前述した「付加サービス」は、自身や自社の「特

徴」や「強み」を生かして構築するものですが、

自身や自社には「強み」ばかりでなく必ず「弱い

部分」もあるはずです。

当然のことながら、「弱い部分」についてもよ

く把握し、これをどのように穴埋めできるのかが

重要となります。自身、自社の努力によりその

穴埋めができればいいのですが、必ずしもそれが

できるとは限りません。ではあきらめるしかない

のでしょっか ?

ここで必要となるのが、他者 (社)とのコネク

ションとなります。

自身、自社に足りない部分を他者 (社 )にサ

ポートしてもらうという協力体制を構築するの

です。例えば、自社では警報設備は得意とする

が、消火設備と避難設備が苦手であるのであれ

ば、消火設備や避難設備を得意とする他社との

コネクションをもつということです。

ただし、他者 (社)とのコネクションは、今すぐ

にできるものではありません。他者 (社)との信

頼関係なくして構築できるものではないため、時

間を要することとなります。そのため、日頃から

他者 (社)とのコネクションづくりに目を向けた

活動をしておく必要があります。簡単な方法と

して、研修会や講習会に出席した際に、周りの

方々や講師の方に積極的に声力ヽりするなどして、

関係構築の足掛かりとするというものがありま

す。何も同業他社にだけに的を絞って活動する

必要はありません。異業種がゆえに新たな事業

lo



展開や付加サービスの構築につなげることがで

きるかもしれません。           /
わずらわしいとは思わず、人とのつながりを積

極的に構築し、有効に活用してみてはいかがで

しょっか。

6当事者意識をもつて
現在、消防用設備等の

`点
検業界の現状に満足

している方は多くはないと思います。

この状況は、「いつかは」、「誰かが」、「自然に」

と思っていても変わるものではありません。点

検実務者自らが「何とかせねば」と考え、行動に

移さない限り、この業界の発展はありえません。

一部のやる気ある点検実務者や経営者の努力だ

けでは大きな変革となることはないため、点検実

務者一人ひとりが当事者意識をもって努力して

いく必要があります。

それにはまず、点検実務者への「何とかせねば」

と思わせる「意識付け」が必要となります。「意

識付け」なくして対応させたとしても、中途半端

なものにとどまり、また、長続きはしません。

ではどのようにして「意識付け」させるのか ?

実はこれが一番難しい部分となります。即効性

のある抜本的な手法はなかなかないと思います。

まずは、点検実務者のちょっとした努力で、すぐ

に成果を感じられる短期成果型の仕組みを構築

し、点検実務者にやりがいを感じさせるところか

ら始めてはいかがでしようか。

例えば、前述した点検業務の「見える化」と

して、お客様への意識付けをしたうえで、点検の

際にある限定した消防用設備等の操作をしてい

るところをお客様に見ていただき、合わせて操作

要領について簡易的に説明します。これにより、

自衛消防力強化につながったことでお客様に満

足 (感謝の弁)いただき、信頼獲得により解約や

減額の防止が図れたことを実感させることなど

があります。

このような小さな積み重ねにより、「意識付け」

がしつかりと構築されるとともに、点検実務者

の自信につながり、誇りを持って点検業務を行

えると私は考えます。

こうした「意識付け」された点検実務者一人

ひとりのちょっとした努力が集まれば大きな力と

なり、業界発展につながるはずです。

私事なのですが、例年秋口に都内で実施され

ている祭りに、御神輿を担がせていただいていま

す。御神興の重量は数百kgあり、担ぎ手皆が一

体となることにより、あんなにも重い御神興を持

ち上げ、それを朝から晩まで担ぎ練り歩くことが

できるのですから、一体となった時の力は単なる

足し算ではないと実感しています。そして、担ぎ

終えた際の達成感と充実感は計り知れないもの

があります。今まさにこの一体感が組織 (企業)、

そしてこの点検業界全体に求められていると思

います。

注意しなければならないこととして、点検業界

発展のためには、点検実務者一人ひとりの努力

が必要であり、それを浸透させるには時間を要

することがお分かりいただけたのではないかと思

いますが、その反面(たった一人の心ない対応に

より、点検業界全体が窮地に追いやられること

もあるということも自覚しておく必要がありま

す。失うのは一瞬なのです。

フ 描課

点検実務者一人ひとりの「努力」については、

通常の業務にプラスして残業して行うものをイ

メージされている方が多いのではないかと思いま

すが、何もそればかりではありません。時間の使

い方しだいでいろいろな「努力」ができるのです。

また私事となりますが、私がこの執筆を、通常

業務があるなかでどのようにして対応したかとい

いますと、通勤時間中の電車内にて皆さんへお

話ししたいことについて考え、それを箇条書きで

携帯端末に記録し、それを基に始業前や休憩時

間を中心に編集作業を行い、完成させることが

できました。

そうなんです。ちょっとした時間の使い方ひ

とつでいろいろな作業はできてしまうのです。余

談ですが、この執筆にあたり、通勤時間があっと

いう間に過ぎ、苦にならなかった、というよりも

充実した時間を過ごすことができたことを申し
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添えます。

その他、私からの提案として、最低限の「接遇」

を身に付けることが必要であることについては、

これまでお話ししてきたとおりですが、接遇教育

については各自、各社に任されており、点検業界

内では大きなバラツキがあるのが現状です。業

界としての一定の品格を保つためには、点検資

格取得の際の講習会や資格更新のための講習会

の場にて必要最低限の接遇教育を実施すべきで

はないかと考えます。また、接遇教育だけでなく、

適正点検実施のために必要となる、「点検要領」

には記載されていない具体的な「点検手順」や

「点検実施上の注意点」(11月号参照)についても

同様に教育すべきであると考えます。

1 戦略面からの提案としては、お客様は点検実

務者は常に作業着を着ているというイメージを

持たれているところがあります。これがどうして

も、「単なる作業員」として見られてしまうこと

につながることとなります。点検作業中は仕方

ないにせよ、点検後改めて点検報告に伺う際や、

不良箇所の改修提案に伺う際には、「技術者」と

してのイメージにつなげられるようスーツ姿で対

応することをおすすめします。

| その他の戦略的なものとしては、消防用設備

等には設置後一定年数の経過により交換が必要

1となる部品 (ラ ンプやバッテリー等)があるほかt
‐設備自体が寿命をむかえ、交換が必要となりま

:す。その時期になり、急にお客様に必要性を訴

|えたところで、ご予算的な都合等により、すぐ

|に対応したくても対応することができないことが
'多々あります。そのため、定期交換や設備自体

絶覺 譲 撃 璽繁lF鋲 士↓曇な景驚等
ている推奨交換年数を参考にして策定し、お客

様が計画的に消防用設備等の維持管理ができる

よう、先を見越した提案を行います。このこと

でもお客様との信頼関係を強化することが可能

となります。点検実務者自ら提案できればいい

のですが、工事的要素が含まれるため、自身又

は自社内にて対応できない場合には、前述した

コネクションを活用します。

もし、長期修繕計画に対してお客様が関心を

示さず、聞く耳も持たない (会ってもくれない)

ようであれば、お客様に影響のある法令改正が

あった際などを顔出しのきかっけとして、法令改

正内容に合わせて、長期修繕計画についても説

明すると受け入れられることもあります。

最後に、消防行政に対し、日々 様変わりして

いる世の中のニーズに合った制度改革に向けた

各種提案を、工業会が中心となってもっと積極

的に行い、業界の活性化を図るべきであると考

えます。ただし、業界の利益ばかりを優先して

はなりません。我々の業務は法律が後ろ盾となっ

たものなのですから、「社会貢献」という気持ち

を忘れてはならないと考えます。       ‐

最後に

繰り返しとなりますが、点検業界発展のため

には、お客様の信頼を獲得することが必要不可

欠であり、信頼獲得には、我々点検実務者のサー

ビスを、

「作業労力を提供する」から「技術を提供す6‐」

にシフトさせる必要があります。

それには、

○点検実務者への意識付け

○点検実務上すべきことを着実に実施

○接客スキルの習得

○付加サービスの構築・提供

○技術の「見える化」

が必要となります。これらの具体的手法につい

ては、村力あると思いますが、点検業界全体で知

恵を出し合い、成長できることを心より願ってお

ります。

私自身、消防用設備等の点検業界力溌 展し、

他の点検業界の手本とされるよう、当事者とし

てこれまで以上に努力してまいりたいと考えて

おります。

我々点検実務者が努力すればその分だけ必ず

結果として自身に返ってきます |

それでもあなたは何もしませんか ?

本執筆が業界発展の一助となれれ1鮮熱 でヽす。

(了 )
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事 務 局 だ よ り

◎組合員情報

・本社移転 株式会社アシス ト (代表取締役・布 目光夫 )
〒 132-0025
東京都江戸川区松江 3-14-10
電話  03-5879-9102
E思 03-5879-9013

◎組合行事の予定
012月 18日 (木)p m6時～7時 30分 忘年ボウリング大会

於 :BIG BOX高 田馬場店・ グランドボウル
pm7時 30分～9時 表彰式・懇親忘年会
於 :く いもの屋・わん

・ 1月 22日 (木) p m3時 ～5時
於 :ホテル東京ガーデンパレス 2階 「天空」

◎共済制度について

●消防設備保守 0点検・設置工事等の賠償責任保険 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と提携
しています。請負業者賠償責任保険 0生産物 (完成工事)賠償責任保険・
受託者賠償責任保険がセットになつた総合型の保険です。
●自動車共済制度 :

関東自動車共済共同組合と提携しています。

団体傷害補償制度 :                          .
三井住友海上火災保険株式会社 (代理店 0株式会社サンリビング)と提携      :
しています。                                 1

◎ ご注文は今後もFAXでお願いします。
組合員の皆様には、いつも FAXでご注文をいただき誠にありがとうござ
います。ご注文の商品名・数量等間違いのない納品をさせて頂くために、
ご注文は今後とも理Ⅸ でお願いいたします。
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